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令和 3年度第 1回廿日市市廃棄物減量等推進審議会 議事録

開催日時：令和 3年 10 月 28 日（木）9：30～

開催場所：はつかいちエネルギークリーンセンター大会議室

１ 開会

２ 委員の紹介

【市民】

前田 幸子（廿日市市女性連合会佐伯支部）

正木 文雄 会長（宮島町総代会） ※欠席

松本 妙子（廿日市市大野第六区）

【事業者】

辰本 薫 理事（大野町商工会）

柳原 邦典 副会頭（廿日市市商工会議所）

【学識経験者】

﨑田 省吾 教授（広島工業大学環境学部地球環境学科）

三浦 浩之 教授（広島修道大学 国際コミュニティ学部）

【関係団体】

今津 俊昭 会長（廿日市市公衆衛生推進協議会）

齋藤 正裕 会長（廿日市市佐伯公衆衛生推進協議会） ※欠席

新竹 俊文 会長（廿日市市宮島公衆衛生推進協議会）

広兼 正義 副会長（廿日市市吉和公衆衛生推進協議会） ※欠席

横田 光男 会長（廿日市市大野公衆衛生推進協議会）

３ 審議会の運営について

「廿日市市廃棄物減量等推進審議会の運営について」について全委員にご確認いただいた。

【決定事項】

Ø 事務局案のとおり、審議会の運営を行う。

４ 会長、副会長の選出

【決定事項】

Ø 会長 ：三浦 浩之 教授（広島修道大学 国際コミュニティ学部）

Ø 副会長：今津 俊昭 （廿日市市公衆衛生推進協議会）
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５ 諮問

廿日市市副市長より、審議会に対し諮問を行った。

６ 報告 １）前計画の実施状況について

【質問・回答等】

委員 ：施策 No.9「資源回収報奨金制度」について、実施状況を説明いただきたい。また、

本施策に関して地域により資源買取単価に差があるように感じる。

事務局 ：資源回収報奨金制度に係る資源回収量は、令和元年度は 889 トン、令和 2年度は 697

トンであり、これまでで最も多い回収量は平成 19 年度の 1,532 トンである。報奨

金の差について、市からの報奨金は一定額としているが、資源回収業者の買取価格

は、会社により異なっているため、差が出ていると考えられる。

委員 ：施策 No.10「生ごみ処理機等購入費補助制度」について、キエーロを使用する際、

酵素の関係で土壌の温度を 70℃以上にする必要があると聞いている。各家庭で使用

しやすいものにできないか。

事務局 ：キエーロは、木の箱に生ごみと土を入れ、生ごみを分解する機器であるが、通常 30

～50℃の範囲で自然に分解が可能であり、各家庭で使用しやすいものと考えている。

委員 ：施策 No.13「警告シールによる正しいごみ分別の啓発」について、ごみ袋に貼るシ

ールが何枚程度あるか等説明いただきたい。

事務局 ：了解した。確認して回答する。

委員 ：施策 No.14「正しい分け方を促進するための広報・啓発資料作成」について、近年

スマートフォンの普及が進んでいることから、ごみ分別アプリは非常に需要がある

と考えている。今後は、さらにごみ分別アプリの活用が進むよう検討いただきたい。

事務局 ：了解した。

委員 ：施策 No.19「福祉向上のための収集サービス（ふれあい収集）」について、今後、

より需要が増えると考えられるため、実際に実施した際の情報など、広く開示して

ほしい。

事務局 ：ふれあい収集については、関係課や居宅介護事業所等の会議にて説明しているが、

会議の回数が少ないため他の会議等でも報告するなど広く情報発信を行っていき

たい。

委員 ：No.26「不法投棄対策」について、どのような方法で調査を行っているのか説明い

ただきたい。

事務局 ：年に 1回、広島県、廿日市警察及び廿日市市役所で合同パトロールを行っている。

本調査に関しては、事前に不法投棄に係る情報をいただければ、今年度または来年

度に情報をいただいた場所の確認を行うことも可能であるため、その場合はご連絡

いただきたい。また、シルバー人材センターに毎月一回の不法投棄のパトロールを

委託している。

委員 ：前計画における施策について、実施状況だけではなく施策による効果等も整理いた

だきたい。

事務局 ：了解した。
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委員 ：各施策について、今回策定する計画においては、施策の実施状況等を確認・判断し

やすいように基準等を示すほうが良いと考える。

事務局 ：了解した。

７ 審議 １）審議会のスケジュールについて

【質問・回答等】

委員 ：第 2回審議会において、第 1回審議会の指摘事項を踏まえ修正した「前計画の実施

状況」に係る資料を説明いただきたい。

事務局 ：了解した。

委員 ：第 2回審議会の中でごみ組成調査結果を示される予定だが、どのような内容か。

事務局 ：家庭系ごみ及び事業系ごみの燃やせるごみを対象として、それぞれ排出されたごみ

に燃やせるごみ以外のごみがどの程度含まれているか等について整理した資料を

提示する予定である。

委員 ：第 5回審議会で予定している審議内容が多いため、第 2回審議会以降の各回で審議

する内容に関して見直しを行っていただきたい。また、場合によっては追加で審議

会を行うことも検討いただきたい。

事務局 ：前倒しできる内容があれば、できるだけ早めに審議いただくこととし、スケジュー

ルを見直したい。また、追加で審議会を実施する必要があれば、随時確認させてい

ただく。

【意見】

委員 ：組成調査の対象は、前回の施策を考えると、燃やせるごみだけでなく他のごみへの

不適物混入等を確認することが望ましい。

７ 審議 ２）アンケート調査内容及び方法について

【決定事項】

Ø 11 月初旬に、今回の意見を踏まえ修正したアンケート調査を各委員に配布する。確認いた

だいた内容を反映し、正式版のアンケート調査とする。

【質問・回答等】

委員 ：問３は、家庭から出されるごみの量の変化について聞いているが、各家庭に関する

問であるため、同じ家族から提出された回答は重複するのではないか。

事務局 ：同じ家庭から出されるごみの量の変化であっても、感じ方は個々で異なると考えら

れるため、同じ家族から提出された回答であっても個々の回答としてカウントする。

委員 ：アンケート調査をウェブから回答する場合、1人で何回も回答できるか。

事務局 ：1人で何回も回答できる。アカウントから入っていただくことで制御できるが、回

答が匿名でなくなることや、広く回答を集めにくくなると考えられることから、ア

カウントからの回答は考えていない。

委員 ：アンケート調査Ｂの対象となっている幼稚園、小学校、中学校等では、対象者は児
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童・生徒か、保護者か。

事務局 ：掲示物としてポスターなどを貼ったり、案内として二次元バーコードを印刷したカ

ード型の紙を配布し、家に持ち帰っていただき、保護者の方、生徒と限定せず広く

回答していただける形を考えている。

委員 ：アンケート調査Ａ及びアンケート調査Ｂの結果は、それぞれで集計されるのか、合

計のみが集計されるのか。

事務局 ：アンケート調査Ａ及びアンケート調査Ｂの結果は別々に集計するため、各集計結果

及び合計の結果をまとめる予定である。

委員 ：廿日市市で導入している LINE を用いてアンケート調査を広報すると、さらに多く

の市民に回答をいただけるのではないか。

事務局 ：一度 LINE について確認し、LINE を用いたアンケート調査の広報も検討する。

委員 ：アンケート調査の内容と 28 個の施策はどのように関係しているのか。

事務局 ：アンケート調査にて、施策の効果の確認及び、ごみの有料化への市民からの意見や

意識について確認したい。

委員 ：施策の効果について、測定が難しい項目や成果の把握が難しいものについては、ア

ンケート調査にて確認ができると考えられる。

委員 ：問４について、「Web 通販」という言葉はすべての人に伝わりにくい可能性がある

ため、「ネット通販」という言葉を採用したらどうか。

事務局 ：「ネット通販」と修正する。

委員 ：有料化前後で、各地域の指定収集業者の持込量など数値的な把握は可能か。関係事

業者に協力いただき、数字的なものも拾い上げることができればより詳しい結果に

なると思う。

事務局 ：事業者へのヒアリング等の実施を検討し、可能な範囲で集計をとりたい。

委員 ：問 12 キーワードについては、第三次基本計画の中で取り上げていきたい内容か。

事務局 ：記載のキーワードについて、市民の方が知っているか問いたいと考えているが、審

議会の意見等を踏まえ、施策の方向性を定めるために使えるものであれば、入れた

いと考えている。

委員 ：問 13 は問 12 より先の質問とした方がよい。また、SDGs と他 2つの言葉のレベル感

が違うと考えられる。委員や、その分野に詳しい人にヒアリングする等して、再検

討していただきたい。

委員 ：問２について、ごみ袋の大きさは 45ℓが大、30ℓが中などと表示されて販売されてい

ることから、大中小などの記載があった方が、市民としてわかりやすいと思う。

事務局 ：大中小などの表記を追加する。
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８ その他

【意見】

委員 ：廃棄物資源循環学会において、はつかいちクリーンセンターは隣接する広島ガスへ

の熱供給がうまくいっている施設として紹介されていた。他の自治体からみると先

進的な取り組みを行っていると評価されていると思った。

９ 閉会

以上


